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科学技術振興調整費重要研究解決型研究「統合化地下構造データベースの構築」（研究代表機関：防災科学技術研究

所）では，各機関に分散した地下構造に関するデータの相互利用や公開を進めるため，データの標準化と地質と物性

など異なるデータ間の統合化を進めるとともに，ネットワーク経由でデータの利活用が可能な分散管理型システムの

開発を行っている．地下構造に関するデータを保有する機関で参加型ネットワークを形成し，多くのデータを統合し

て相互利用することは，結果として各機関が保有するデータの価値を高めることになる．多くの機関が継続的に参加

するためには，導入や維持管理等に要する費用の削減とデータの相互利用や運用の確保が求められる．そのため，分

散管理型システムは，①初期導入費用を抑えるため採用するソフトウェアはオープンソースとする，②ポータルサイ

トを設置することにより各機関は自前のデータ管理のみ責任を持つ，③国際標準規格の採用によりGIS ソフトウェア

や他システムとの連携性を高めるというコンセプトに基づいた開発を行っている． 
 

地下構造，データベース，統合化，分散管理，オープンソース 
Underground structure, database, integrated, management on sharing, open source 

 
１．はじめに 
平成18年7月より科学技術振興調整費重要研究解決型

研究「統合化地下構造データベースの構築」が開始され

た．防災科学技術研究所は代表機関として，産業技術総

合研究所，土木研究所，東京大学，東京工業大学，地盤

工学会ともに，各機関で整備された基礎データベースを

ネットワーク経由でデータの相互利用や公開が可能なシ

ステムの構築を行っている． 
地下構造や地質情報は，様々な目的を持った調査の結

果により得られることが多いため，関連するデータが各

府省・自治体・関係機関等に散在している．これら散在

しているデータを統合するためには，各機関の連携が不

可欠である．複数の機関にまたがるデータベースをネッ

トワークによって連携し，地下構造に関する統合化デー

タベースを構築することは，地下構造や地質情報に関す

る情報公開や利活用を促進するとともに，これまでの各

種調査による成果を広く社会に還元することにつながる

ものである． 
多くの機関が継続的に参加するためには，導入・維持・

メンテナンスに係わるコストダウンとデータの相互利用

や運用の確保が必要条件である．そのため，分散管理型

システムでは，以下のコンセンプトに基づいたシステム

開発を行っている． 
 
① 初期導入費用を抑えるため採用するソフトウェ

アはオープンソースとする． 
② ポータルサイトの設置により各機関は自前のデ

ータ管理のみ責任を持つようにする． 

③ 世界標準規格１）の採用により既存の商用ソフトウ

ェアを有効活用する． 
 
２．分散管理型システム 
防災科学技術研究所では，各機関の基礎データベース

上にある地下構造データをポータルサイト経由で一元的

に公開するために，分散管理型システムの開発を行って

いる．分散管理型システムは，図１に示すように，地下

構造データベース，ポータルサイト，利用者用ビュアー

から構成されている．分散管理型システムの開発では，

GIS エンジンは MapServer，空間データベースは

PostGIS/PostgreSQL，Web サーバはApache，OS はLinux
というように，代表的なオープンソースのソフトウェア

を採用することによって，システムの利活用の促進を目

指している．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 分散管理型システムの概念図 
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分散管理型システムのシステム構成は，図２示すよう

に３層から構成されている．第１層はデータベース管理

サーバであり，地下構造データをデータベースに登録・

管理する機能，WMS（Web Map Service），WFS（Web 
Feature Service）による配信機能，地下構造データのダウ

ンロード機能に加え，ポータルサイトへの登録する際の

事前チェック用として，地図上での地下構造データの表

示・検索機能などが付加されている．第２層はポータル

サイトであり，各機関の地下構造データを統合・管理し

て公開データの情報を利用者に提供するとともに，地図

表示機能や検索機能などを利用することができる．第 3

層は利用者用ビュアーであり，Internet Explorer 等のWeb
ブラウザを利用して，公開データの表示やダウンロード

を行うことができる．また，市販のGIS ソフトウェア等

を利用することによって，公開データの表示や解析など

を行うことが可能である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 分散管理型システムのシステム構成図 
 
３．ポータルサイトの構築と地下構造データの公開 
地下構造データベースの分散管理では，データを提供

する機関は複数となるため，図３のようなポータルサイ

トを防災科学技術研究所に構築する．ポータルサイトで

は，データを名称別，カテゴリー別，エリア別，住所別

など利用者の検索の利便性を目指した開発を行っている．

これにより，各機関の基礎データベース上にある地質情

報や地盤情報などの地下構造データのサービスが統合さ

れ，利用者からはあたかも１つのサービスであるかのよ

うに，ポータルサイトからデータを提供することが可能

となる． 
 ポータルサイトは，データベース管理サーバから配信

される地下構造データに対して，統括的な管理や表示・

検索・情報提供などを行うものである． 
ポータルサイトにおいて提供される機能は以下のもの

である． 
 

① データベース管理機能 

ポータルサイトに登録されているデータを管理する．  

② 情報検索機能 

ボーリングデータを対象とした空間検索や属性検索を

行う．WFS では，検索可能な属性に対して検索を行う．  
③ ダウンロード機能 

検索結果に該当するデータをダウンロードする．  
④ マッピング機能 

ポータルサイトで利用可能な空間情報データを地図上

に重ねて表示する． 
⑤ ボーリングデータクエリ機能 

照会機能により，地図上のボーリングデータをクリッ

クすると，ボーリングデータの情報を表示する． 
⑥ ジオコーディング機能 
住所検索機能では，都道府県名，市区町村名，大字・

字名をプルダウンメニュで選択すると，その住所を中心

にして所定の拡大率で地図が表示される． 
⑦ 情報提供機能 
ポータルサイトに登録されているボーリングデータや

WMS/WFS の情報等をリスト表示する． 

 

 
図３ ポータルサイトでの柱状図表示 

 
ポータルサイトで公開される地下構造データは，表１

に示すように，XML 形式のボーリングデータに加え，

CSV 形式の地形区分データや地盤モデルのメッシュデ

ータ，地質図のポリゴンデータに分類される．地下構造

データベース管理サーバは，WMS/WFS による配信機能

を有しているため，ボーリングデータ，メッシュデータ，

はともに WMS/WFS での配信が可能である．ただし，

ポリゴンデータについては，産業技術総合研究所の地質

情報インデックス検索システム（G-INDEX）で提供して

いるWMS サービスをポータルサイトに登録することに

よって，地質図のポリゴンデータの利用が可能である． 
 

表１ 地下構造データのデータ形式 
データ形式 フォーマット WMS WFS

ボーリングデータ XML ○ ○ 

メッシュデータ テキスト（CSV） ○ ○ 

ポリゴンデータ SHAPE，DLG ○  

WMS、WFS、WCS、SVGサービス、ダウンロードサービス

サービス統合機能
カタログ（メタ情報）

WMS、WFSクライアント機能

地理情報DB

ボーリングデータ メッシュデータ 地質図データ

ボーリングデータ用

GMLファイル等

メッシュデータ用 地質図データ用

既存サービスとの統合

統合的地質情報利用 WMS、WFS対応アプリケーション
による利用

ブラウザによる検索、マッピング、

ダウンロード
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（１）ボーリングデータ 
ボーリングデータは，防災科学技術研究所，産総技術

総合研究所，土木研究所ともに，「地質・土質調査成果電

子納品要綱（案）平成16年6月版」２）に準拠したXML
形式のボーリング交換用データで提供する．ボーリング

データは，標題情報とコア情報から構成されており，コ

ア情報に関しては基本的に全て公開する．また，標題情

報に関しては，国土交通省の地盤情報提供項目３）を参考

にして，表２に示すように事業・工事名や調査名，発注

機関，調査会社，技術者名などほとんどの項目を提供す

る予定である． 
ポータルサイトには，標題情報とコア情報ともに，検

索に必要な情報が登録されるが，品質を保証するために

記載された調査会社の管理技術者やボーリング責任者等

の技術者名については，個人情報での検索ができないよ

うにポータルサイトへの登録は行わない．ボーリングデ

ータの検索では，孔口標高，総掘進長，孔内水位などに

よる検索と土質試験結果の有無による検索を行うことが

可能であり，検索したボーリングデータは柱状図表示や

ダウンロードが可能である．  
 土木研究所が開発している国土交通省の地盤情報ポー

タルサイトは，電子国土WEBシステムインターフェー

スプログラムとデータベース管理サーバから構成されて

おり，多くの標題情報やコア情報がデータベースに登録

されることになる．これらの情報に関しては，防災科学

技術研究所のポータルサイトからも検索や閲覧ができる

ようにするため，土木研究所と仕様検討を行っている． 
なお，WMS 配信ではボーリング位置図としており，

WFS 配信ではボーリング位置と標題情報を対象にして

いる． 
 

表２ 公開するボーリングデータの主な項目 
 項目 提供項目 

 

標題情報 

事業・工事名，調査名，調査目的，調査

対象，ボーリング名，緯度・経度，調査位

置，発注機関，調査期間，調査会社，技

術者名，孔口標高，総掘進長等 

 

 

柱状図 

コア情報 地質区分，柱状図模様，N 値，その他孔

内試験，観察記事等 

土質試験結

果一覧表 

地点名，緯度・経度，資料番号，採取番

号，採取深度，試験結果等 

 

土 質 試 験

結果 各土質試験

結果 

（例：一軸圧縮試験） 

一軸圧縮強さ，破壊ひずみ，変形係数等

 
（２）メッシュデータ 
防災科学技術研究所では，全国を統一基準で分類した

250m メッシュの地形区分データを公開するとともに，

WMS で配信する予定である．また，関東地域では，多

くのボーリングデータに基づいた250mメッシュの浅部

地盤モデル４）を作成しており．地形区分データと合わせ

て公開を予定している． 
産業技術総合研究所では，東京都と埼玉県を対象に作

成している 50m メッシュの地質モデルを公開する予定

である．また，産総技術総合研究所が公開している地質

情報インデックス検索システム（G-INDEX）では，地

質データをWMSで配信しているため，利用者はWMS
によって配信された地質データと地形区分データを重ね

て表示することが可能である． 
 地盤工学会では，深さ100mより浅い地盤を対象とし

て，地質的解釈・工学的解釈を加えた250mメッシュで

の地盤モデル（電子地盤図）５）の作成を行っており，作

成した地域から順次公開する予定である． 
 各機関が公開する地盤モデルは，その作成の目的と経

緯等が異なることを考慮し，暫定的にメッシュデータの

公開フォーマットを設定した．公開フォーマットでは，

地域標準メッシュで作成した地形区分や地盤モデルを対

象としており，１つのデータに対して，ヘッダーデータ，

被覆データ，層データの３つのテキストファイル（CSV
形式）で構成されている．ヘッダーファイルは，データ

の基本情報，収録範囲，データ項目を記載しており，被

覆データには，地形区分コードなどを記載するようにな

っている．また，層データは，層厚，N 値，土質記号，

密度，S 波速度，P 波速度などを記載することが可能で

ある． 
なお，WMS 配信では，メッシュデータの属性値によ

る主題図としており，WFS 配信では矩形ポリゴンと属性

値を対象にしている．  
 

表３ メッシュデータの種類 
機関名 データ フォーマット 

防災科学技術研究所 地形区分データ 
地盤モデル 

テキスト（CSV） 
テキスト（CSV） 

産業技術総合研究所 地質モデル テキスト（CSV） 
地盤工学会 地盤モデル 

（電子地盤図） 

テキスト（CSV） 

 
４．ボーリングデータのメタサーバ構築の試み 
関東地域では，東京都，千葉県，横浜市のようにすで

にボーリングデータを WEB 公開している自治体が存在

している．また，九州，四国，関西，北陸，北海道地域

では，地盤工学会の各支部などにより，CD-ROM やWEB
においてボーリングデータが公開されている． 
分散管理型システムは，ボーリングデータを公開した

い機関は言うまでもなく，内部利用でデータベースを構

築したい機関に対しては，本システムを利用することが

可能である．しかし，すでに WEB 公開されている自治

体等のボーリングデータについては，メタデータのデー

タベースを構築し，それをポータルサイトに登録するこ

とによって，利用者が検索・利用できるようにすること

が望ましい．現在，産業技術総合研究所とメタデータの

仕様を検討しているが，多くのデータを統合して相互利

用することは，結果として，自治体等が公開しているデ

ータの価値を高めることになるものと思われる． 
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５．ボーリングデータ公開支援システム 
分散管理型システムの開発の一環として，自治体にお

けるボーリングデータの利活用と公開を促進するために，

ボーリングデータ公開支援システムの開発を行っている．

自治体内でのボーリングデータの利活用を促進するため

には，インストールやメンテナンスに関わる職員の負荷

を極力軽減させる必要があるため，windows 上で稼働す

るシステムとなっている．ボーリングデータ公開支援シ

ステムは，先述した分散管理型システムにおいて，デー

タベース管理サーバとポータルサイトの機能をボーリン

グデータに限定することにより，１つのパッケージとし

たものである． 
ボーリングデータ公開支援システムでは，地質調査成

果物（電子納品）CD-ROM 等に含まれるXML 形式のボ

ーリング交換用データを簡易にデータベースに登録する

ことができるとともに，地図上でボーリング位置の表示

や項目による検索，また柱状図の表示などが可能である．

また，自治体がボーリングデータを公開する際の利便性

を考慮して，ポータルサイトにデータベース管理サーバ

として登録する機能も付加されているが，セキュリティ

の問題からLinux 版での公開を推奨している． 
 
６．今後の課題 
科学技術振興調整費重要研究解決型研究「統合化地下

構造データベースの構築」では，各機関に分散した地下

構造に関するデータの相互利用や公開を進めるため，ネ

ットワーク経由でデータの利活用が可能な分散管理型シ

ステムの開発を行っている． 
地下構造データは，ボーリングデータやメッシュデー

タ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タ以外に，日本全国を対象とした深部地盤構造モデル６）

や震源分布から求められたプレート構造などの３次元デ

ータも存在している．今後は，産業技術総合研究所とと

もに３次元データの公開に向けた検討を行うことにより，

分散管理型システムの高度化を行う． 
また，利用者の利便性を考慮して，オープンソースに

よるWMS/WFS に対応したビュアーの開発も行う．利用

者は，ビュアーを用いれば，市販のGIS ソフトウェア等

と同様に公開データの表示や解析などが可能となる． 
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図４ 分散管理型システムによる地下構造データベースの利用 
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